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図1  バギオとベンゲット道路の位置 
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展望台から南を望む。2014年撮影。 

【短報】 

バギオと日本人 

― ベンゲット道路をめぐる記憶と景観 ― 

 

大平 晃久 （国際文化講座教員） 

 

ヒル・ステーション，バギオ 

バギオ Baguio はフィリピンのルソン島北部，コルディリェラ行政区域に属する，人口 34.5 万人

（2015年）1) の都市である。中心部の標高は約 1,500m，最暖月・最寒月平均気温はそれぞれ 20.3℃・

17.5℃2) でケッペンの気候区分では Cw（温暖冬季少雨）気候区に分類される，常春の穏やかな気候

の地である。アメリカ植民地下で保養都市として建設されたヒル・ステーションの典型例であり3)，

町の中心部には，アメリカ人建築家バーナムの設計による人工の池と公園を取り囲む計画的な市街が

広がる4)。 

 マニラからバギオへの移動を容易にするために，1901年に着工，1905年に開通したのがベンゲッ

ト Benguet 道路5) で，正式には工事に功績のあったケノン米陸軍少佐にちなんでケノンロードとい

う（ただし，以下では「ベンゲット道路」とよぶことにする）。なお，現在ではマニラとの交通は新

しく開通した別の道路が主に担っている。 

 このベンゲット道路は建設工事に 1903年から日本人が従事したことで知られる。そして，日本人

の役割や犠牲は，特に戦前・戦中期の日本では過大に示されてきた。早瀬は『「ベンゲット移民」の

虚像と実像』（1989年）のなかでそれをベンゲット道路工事「伝説」とよんでいる。その「伝説」と

は，早瀬によれば，「米中比人になしとげられなかった難工事を日本人の血と汗と精神力で完成させ

た」6) ことであり，また，劣悪な待遇で日本人労働者多数（例

えば，1,500名中 700名7) ）が死亡したことも付け加えられ

よう。こうした「伝説」に対し，早瀬は，日本人労働者へ

の当時の評価は高くなかったこと，また，道路工事に従事

した日本人労働者数は約 3,000人，そのうち死者数は約 200

浦上地理 第 4号 2017 



 

28 

 

人と推定できることを示している8)。 

本稿では，ベンゲット道路工事の「伝説」化の中で，ベンゲット道路そのもの，あるいは都市バギ

オがどう表象されたか，つまりこうした場所についてどんな思いが吐露されたか，価値が付与された

かを明らかにする。ベンゲット道路またはバギオに関する記述を戦前・戦中期の単行本 64点，雑誌

論文・記事 18点，新聞記事 19点について収集し，それらをもとに考察を加えた。 

ベンゲット「伝説」とバギオ 

 以下ではベンゲット道路とバギオの表象にみられる特徴について，4 つの点からみていく。 

 まず 1点目に指摘したいのは，ベンゲット道路やバギオという場所に着目した語りが早い時期から

現れていることである。1905 年のベンゲット道路完工から日の浅い明治・大正期には，早瀬も指摘

しているように，ベンゲット「伝説」を語る文献は見られない。道路そのものについては記述があっ

ても，日本人が働いたことに触れない文献すらある9)。そのような中，1927年という早い時期に，次

のような，道路工事そのものよりも場所に着目した文章（渡邊「比島唯一の避暑地バギオに発展せる

同胞」）が発表されているのは注目される。 

 

邦人とは特別の因縁ある土地／先人の撒いた芽生えを育てよ 

梢を鳴らすバギオ松風／切ても切れぬ邦人との縁 

 …殊に日本人として忘れる事の出来ないのは，この地を開発する為に企てられたベンゲツト道路

工事改築の難工事を，日本人の力を借りねば到底出来ぬといつて一九〇三年に数百人の邦人労働者

が入国し其の難工事に当つて居たが，名にし負う難工の箇所であつた為病気で倒れる者，岩石の崩

落に圧死した者など多数の犠牲者を出し，粒々辛苦遂ひに工事を完成してバギオ市今日の盛大を誘

致した，苦艱と誇りの思出の土地である10)。 

 

 著者の渡邊はマニラ在住の商務省嘱託で，この後に『比律賓在留邦人商業発達史』（1935年）とい

う重要な著作を残している。早瀬はこの 1935年の渡邊の著書に収載された古屋「バギオ邦人今昔物

語」をベンゲット「伝説」が扱われた最も早い時期の重要な文献であるとみなしており，この渡邊論

文はそれよりも早い。 

 2点目に，ベンゲット道路について，南進と結びつけて取り上げた文章が少なくないこと，その一

方で，この道路そのものが特別視されることは実は少ないことを示したい。 

矢野に従えば，ベンゲット「伝説」が一般化する昭和 10年代は，南進が国策化された時期であり，

南進論が非常に高まった時期であった11)。ベンゲット道路がそのような時勢を反映して取り上げられ

たのは当然といえる。具体的な記述の例をフィリピン在住者によるものからあげると，「南洋邦人移

民史上に特筆大書さるべき」12)，「比島に於ける邦人発展の基礎を作つたもの」13) といった穏当なも

のから，時局を反映した「大和民族南進の根拠地を創始するに至つた」・「此処に眠れる幾百の同胞は

実に我南進国策の一線に人柱となりて殉じたる勇士」14) といったものまである。後者は同時期の日

本本土からのまなざし（「死を以つてした彼等の工事は，決して米国のためではなく，実に祖国のた

め，大東亜共栄圏確立への尊い礎石のひとつであつたのだ」15)，「大がかりな日本人の南進路がはじ

めて開かれた」16) ）と大差ない。さらに，日本軍侵攻後には「いまや皇軍が既に占領したから，犠
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牲者の霊も浮かばれるであらう」17)，「いま日章旗を翻して走破する皇軍を迎へて，地下の霊はどん

なに喜んでゐるであらうか」18)といった記述がみられるようになる。 

こうしたベンゲット道路への見方は，道路工事従事者，とくに工事の犠牲者への感謝と強く結びつ

いている。日本本土での記述から例をあげると，「バギオに道を採るものは，この難路の完成に汗水

垂して従事した我が同胞，比島発展の先駆者に感謝の意を表せずにはをられない」19)，「日本人の誰

もは我々の先輩に対して敬虔なる態度を持たねばならぬ」20)，「記者を乗せた車は今尊い邦人の犠牲

で築かれたベンゲット道路をいい知れぬ感激に打たれながら一路山丘都市バギオに走った」21) など

多数ある。 

しかし，ベンゲット道路という場所そのものを特別視する記述は少ない。管見の限り，上述の渡邊

による「バギオ市今日の盛大を誘致した，苦艱と誇りの思出の土地」という記述，その他に「ベンゲ

ットの有る限り，そこには尊い我が邦人移民七百の霊と血と苦闘の歴史―その偉大なる堅忍不抜の功

績はベンゲットの名と共に永久に記念されるであらう」22)，「日本人の汗によつて築き上げたこのベ

ンゲット道路，それは永久に比島の土地に残る記念物である」23)，「幾多のわが同胞の生命によつて

建設された宿縁の地」24) といった控え目な記述があるのみである25)。 

ベンゲット道路をめぐって南進論が高らかに唱えられ，工事犠牲者への感謝・感激が繰り返される。

だが，意外なまでに，その場所はほとんど特別視されていない。実はそれは，ベンゲット道路に代わ

って都市バギオがそうしたまなざしを向けられた結果であると考えられる。 

 そうした都市バギオに向けられたまなざしを確認するのが 3点目である。すなわち，バギオの建設

に日本人が特別な役割を果たしたことを強調し，日本人にとっての特別な場所としてバギオを描き出

す例が数多くある。上述の渡邊の「バギオ今日の隆盛を建設するに貢献した日本人の力」26)，また「バ

ギオの文化避暑地は斯くの如く七百の尊き人柱の上に立てられたのである」27)，「今日のバギオが隠

れた幾多無名の勇士の尊い犠牲と困苦に依つて築かれたものであることを想ひ…」28)，「日本人には

最も関係の深い道路…此の道路の完成こそ，バギオ市を今日あらしめ…」29) はいずれもバギオ在住

あるいは長期滞在した著者によるそのような語りである。早い時期からバギオがベンゲット「伝説」

を受け止める場所になっていたことがわかる。また，同じくバギオ在住の古屋による「松都（バギオ）

一千の邦人は／この尊い同胞の遺骨の上に／粛然として立つてゐるのだ」30) は自身を含む在留邦人

に向けたアジテーションといえなくもない。 

 これらは程度の差こそあれ上述の南進論の枠組みのなかにあり，日本人の役割や地位について誇張

の程度の甚だしいものも見受けられる。「この市を建設するための道路工事が邦人の手によつて完成

された縁故から，こゝには多数の邦人が在留し，商業の実権も邦人の手に収められてゐる」・「バギオ

は邦人の手によつて開かれ，ある程度まで邦人の手によつて支へられてゐるといつても過言でない」

31)，「バギオの開発は偏へにこれら日本人の血と汗と尊い多くの犠牲によつて成功したものである」32)，

「日本人の手に因つて今日在るを得たバギオ市」33)，「邦人の不抜の忍耐力と尊い血と苦闘の戦が今

日のバギオ繁栄の基礎を打ち樹てたといってもあえて過言ではなく」34) などがそうである35)。 

バギオの邦人慰霊碑は，バギオ日本人会によってバギオ市営墓地に 1922年に建立されている（図

3）。1922 年という早さからみても，慰霊の主対象がベンゲット道路工事犠牲者であったことは明ら

かだろう。ベンゲット道路工事はバギオ邦人にとって自らの来歴を語る「神話」であった。 

ベンゲット道路工事そのものの「伝説」化に比べると目立たないし，バギオを明確に「聖地」とみ
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なすような語りがあるわけでもない。しかし，バギオは明らかに，「伝説」の影響を受けて特別な場

所として語られていることが確認できるのである。 

 4点目に，バギオには南進の「スター」的な人物が不在であることを付け足しておきたい。矢野に

よれば，1936年以降，「過去の歴史の美化＝ロマン化の必要に迫られたあげく，高岳親王や山田長政

など，幾人かの『南進』日本人を発掘して，スターとして祭り上げる」ことが起こった36)。ベンゲッ

ト道路においてそういった人物をあげるなら，無名の道路工事犠牲者ではなく太田恭三郎になろう。

太田恭三郎はマニラで商店を営み，ベンゲット道路工事で困窮した労働者を助け，ダバオへの移住を

主導したとして，修身教科書37) にも登場した人物である。ベンゲット道路をめぐる太田の「スター」

視は早い時期に定着しているが38)，太田はバギオが建設される前にダバオへ移住したため，バギオと

は関わりをもたない。そもそも，邦人によるマニラ麻栽培の基礎を築いたダバオでより高い顕彰を受

けている人物である。ダバオにおける太田恭三郎，マニラにおける菅沼貞風や高山右近，…。こうし

たナショナルなレベルの「スター」をつくれなかったことは南進の文脈においてバギオを印象薄くさ

せたように思われる。 

 

図 3 邦人慰霊碑         図 4 ベンゲット道路展望台の記念プレート 

市街の北西，バギオ市営墓地にある。2014年撮影。           2014年撮影。 

図 5 日本人・日系人慰霊堂           図 6 日本人小学校跡 

バギオ市営墓地内の図 3の右手下にあり，周囲には  市街北部に位置し，門柱が残る。戦前の在留邦人の数少 

日本人・日系人の墓が多い。2014年撮影。      ない遺跡の 1つだが現地に説明はない。2014年撮影。 
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現在のバギオと記憶の景観化 

 1905 年に完成したベンゲット道路工事は，南進の風潮の中，戦前・戦中の日本で誇張されて伝え

られてきた。ここまで，工事そのものの「伝説」化に比べると目立たないものの，バギオが日本人に

とって特別な場所として語られていることを明らかにした。 

太平洋戦争終結後，開戦前にはバギオとその近郊で約 1,000 人ともいわれた39) 日本人・日系人の

多くは日本へ追われることになる。残留した二世の中には対日感情の悪化から日系人であることを隠

して生きざるを得ない人々もいた。 

 ベンゲット道路沿いのキャンプ８地区には，1959年に日本人労働者の記念碑が設けられ，1983年

に日本人の工事参加 80 年記念碑として再建された40)。同所には 1989 年に北ルソンフィリピン日本

友好協会によって展望台が設けられ，「この著名な道路の建設に貢献したアメリカ人，フィリピン人，

日本人の労働者」を記念するプレートが設置されている（図 4）。さらに 2003年には日本人の工事参

加 80年記念碑とほぼ同じ文を刻んだ 100周年記念プレートも北ルソンフィリピン日本友好協会によ

って設けられた。ケノンの胸像と顕彰プレートもある同所は，ベンゲット道路の記憶を伝える場とし

て整備が続けられてきたといえよう。 

 一方，大正期に日本人慰霊碑が設置された市営墓地では，慰霊碑の近くに日本人・日系人慰霊堂が

1983年に設けられた（図 5）。その前には次のような文章が刻まれている。 

 

 一九〇三年（明治三六年）日本からの最初の移住者達は 各国の労務者と共にケノンロードの建

設にあたった。一時は総勢千五百名にも達した日本人労務者の 三分の一も死亡するほどの筆舌に

尽し難い困難を乗り越えて，遂にこれを開通させ，バギオ市の発展に大いに貢献した。… 

 

 労働者の数に疑問は残るが，ここではそれは問題ではない。こちらでもまたベンゲット道路の記憶

の継承が図られているといえるだろう。 

このように，バギオにおいては日系人コミュニティによって，ベンゲット道路の記憶の可視化＝景

観化がすすめられてきた。それらはまた，戦前期の日本とフィリピンの歴史を考えさせる重要な場所

である。しかし，これらベンゲット道路に関わる記憶の場所は，日本ではほとんど紹介されない41)。

この地の 40年以上にわたる日本人の歴史が，日本では忘却の淵に沈みつつあるのである。 
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（2017年 8月 7日閲覧）。 
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